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平成 26年 7月 17日 

 

 

チェンマイ・イ二シアティブ（CMIM）の改訂契約の発効について 

 

 

1．ASEAN+3 の財務大臣・中央銀行総裁及び香港金融管理局長官による金

融協力の一つであるチェンマイ・イ二シアティブ（Chiang Mai 

Initiative Multilateralisation: CMIM）の改訂契約が本日発効した。 

 

2．今般の改訂による CMIMの機能強化の主な内容は以下のとおり。 

 ・ CMIMの全体規模の倍増（1,200億米ドル→2,400億米ドル） 

 ・ 危機予防機能の導入 

 ・ IMF デリンク割合（引出可能上限額に対して、IMF プログラムな

しで発動可能な割合）の引上げ（20％→30％） 

 

3．この改訂により、潜在的に、または実際に直面している資本収支及び

短期流動性の困難に対応できるよう、地域の金融セーフティネットが

強化される。 

 

（別添 1）チェンマイ・イニシアティブ（CMIM）改訂の主なポイント 

（別添 2）CMIM貢献額、買入乗数、引出可能総額、投票権率 

 

以 上 
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別添 1 

  チェンマイ・イニシアティブ（CMIM）改訂の主なポイント 

 

1. 危機対応メカニズム（CMIM 安定ファシリティ（CMIM Stability Facility:CMIM-SF））の強

化 

i) 資金規模 

- CMIM の資金規模について、現行の 1200 億米ドルから 2400 億米ドルへ倍増

（現行の貢献額割合と投票権率は維持） 

ii) IMF デリンク割合 

 - IMFデリンク割合を 30%へ引き上げ 

iii) 満期、最大支援期間及びモニタリング 

 - IMF リンク部分：満期について、現行の 90 日から 1 年へ延長、更新を 2 回まで

可能とし、最大支援期間について、現行の 2年から 3年へ延長 

 - IMFデリンク部分：満期について、現行の 90日から 6ヶ月に延長、更新を 3回ま

で可能とし、最大支援期間について、現行の 1 年から 2年へ延長 

 - 半年毎に ELDMB（Executive Level Decision Making Body: 財務大臣・中央銀行

総裁代理レベルによる執行レベル会合）によるモニタリングを実施 

 

2. 危機予防機能（CMIM 予防ライン（CMIM Precautionary Line:CMIM-PL））の導入 

i) 導入 

    - 単一で簡素化された危機予防機能を導入する 

ii) 適格要件（Qualifications）及びコンディショナリティ（Conditionality） 

 -  ELDMB において、意思決定のための基礎として、要請国が作成した経済報告

書及び AMRO による分析に加え、必要であれば、ADB 及び/または IMF による

分析を検討した上で、事前の適格要件と事後のコンディショナリティとして、次の

5つの適格要素（qualification elements）を柔軟に適用 

   <5 つの適格要素> 

(i) 対外ポジション及び市場へのアクセス 

(ii) 財政政策 

(iii) 金融政策 

(iv) 金融セクターの健全性及びその監督 

(v) 統計データの妥当性 
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iii) アクセス期間、支援期間、満期及びモニタリング 

   - CMIM-PL へのアクセス期間を 6 ヶ月、更新を 3 回まで可能とし、最大支援期間

を 2年とする 

   - 満期について、IMF リンク部分は 1 年、IMFデリンク部分は 6 ヶ月とする 

   - 半年毎に ELDMB によるモニタリングを実施 

iv) コミットメントフィー 

 - CMIM-PL に対して 0.15%のコミットメントフィーを導入 

v) 危機対応メカニズムとの関係 

 - 各メンバーの引出可能総額は、CMIM-SF及び CMIM-PL の両者に適用 

 - CMIM-SF及び CMIM-PL からの二重引出しを禁止 

 -  CMIM-PL 適用国が危機に陥り、追加的支援が必要な場合、ELDMB の決定に

基づき、CMIM-PL から CMIM-SFへの移行を認める 
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別添 2 

CMIM 貢献額、買入乗数、引出可能総額、投票権率 

（資金規模の倍増、IMF デリンク部分の 30%への引上げ後） 

  

貢献額  貢献割合 
買

入

乗

数 

引出可

能総額 

（億米㌦） 

投票権合計 
投票権

率 

(%) 

（億米ドル） （%） 
基本

票 

貢献

額票 
  

日中韓   1,920.0   80.00   1,173.0 9.60 192.00 201.60 71.59 

  日本   768.0   32.00 0.5 384.0 3.20 76.80 80.00 28.41 

  
中国 

香港を除く 

中国 768.0 
684.0 

32.00 
28.50 0.5 342.0 3.20 68.40 71.60 25.43 

  香港 84.0 3.50 2.5 63.0 0.00 8.40 8.40 2.98 

  韓国   384.0   16.00 1 384.0 3.20 38.40 41.60 14.77 

ASEAN   480.0   20.00   1262.0 32.00 48.000 80.00 28.41 

  インドネシア   91.04   3.793 2.5 227.6 3.20 9.104 12.304 4.369 

  タイ   91.04   3.793 2.5 227.6 3.20 9.104 12.304 4.369 

  マレーシア   91.04   3.793 2.5 227.6 3.20 9.104 12.304 4.369 

  シンガポール   91.04   3.793 2.5 227.6 3.20 9.104 12.304 4.369 

  フィリピン   91.04   3.793 2.5 227.6 3.20 9.104 12.304 4.369 

  ベトナム   20.0   0.833 5 100.0 3.20 2.00 5.20 1.847 

  カンボジア   2.4   0.100 5 12.0 3.20 0.24 3.44 1.222 

  ミャンマー   1.2   0.050 5 6.0 3.20 0.12 3.32 1.179 

  ブルネイ   0.6   0.025 5 3.0 3.20 0.06 3.26 1.158 

  ラオス   0.6   0.025 5 3.0 3.20 0.06 3.26 1.158 

合計 2,400.0 100.00   2,435.0 41.60 240.00 281.60 100.00 


